
様式第３号（第８条関係） 

 

競争入札設計図書等に関する回答書 

 

令和８年３月３１日  

 

福島県会津農林事務所長 遠藤 保雄 

工事番号 第 ２６－３６２４１－０００３ 号 

工 事 名      山のみち地域づくり交付金 0701工事 新鶴・柳津線 

質   問   事   項 

１ 特記仕様書 P17 頁に伐採経費条件入力表に記載されてます中で、集材が設計書内 P10

頁立木伐採の中に集材が記載されていません。集材は無しと言う事で宜しいのでしょう

か。 

２ 伐採経費条件入力表 運転（トラック）でタイヤ損耗費がありますが、良好・普通 積

算条件をご教授お願い致します。 

３ 金抜設計書 T 単 2 号の水切りモルタル工および T 単 3 号の高所法枠吹付工の C 単 5

号の枠吹付工の S 単 1 号の小型渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ[呼水･片吸込･ﾓｰﾀ駆動型]は機械損料の何欄を

採用しているのかご教示願います。 

４ 金抜設計書 T単 3号の高所法枠吹付工の C単 1号の型枠鉄筋組立据付工のコード番号

P18230 異形棒鋼は福島県農林土木事業原単価表(令和 7 年 3 月 1 日)の別表：物価資料

の適用(令和 7年 12月以降)および改正履歴表に基づき、季刊は冬号で 3月 1日～の物価

資料の単価を採用しているものと判断してよろしいでしょうか。ご教示願います。 

５ 金抜設計書 項 10/28の立木伐採 主幹部の伐採・機械造材（プロセッサ）・積込（グ

ラップル）・運搬（トラック）の内訳項目は特記仕様書の項 17の 1.伐採経費条件入力表

および 2.伐採経費算出表を参照してよろしいでしょうか。 

また、その場合、伐採の諸雑費はどの名称項目に乗じるのかご教示願います。 

また、機械造材（プロセッサ）・積込（グラップル）の軽油の形状寸法(規格)をご教示

願います。 

また、運搬(トラック)のトラック損料は機械損料の何欄を採用しているのかご教示願

います。 

また、運搬（トラック）のタイヤ消耗費の路面の状態は普通・良好・不良のどれに該

当するかご教示願います。 

６ 金抜設計書 仮設工 モノレール モノレールの作業盤台設置撤去（上部）の S単 26

号および作業盤台設置撤去（下部）の S単 27号の盤台損料の 0.4の対象は材料費に対し

て減額処理を行うのか、または材料費に 0.4 を乗じた金額を計上するのかご教示願いま

す。 

また、諸雑費の 0.2の対象は「素材 松丸太(1，2等込) + 松板材」だと思われますが、

盤台損料を考慮した金額が対象となるのか、または盤台損料を考慮しない金額が対象と

なるのかご教示願います。 



７ 現在の工期では工程的に厳しいと想定されますが、工期の延長は可能でしょうか。ご

教示願います。 

回   答   事   項 

１ 集材は、設計書 P10でラフテレーンクレーンとして計上しているため、特記仕様書 P17

における集材の該当箇所を「ラフテレーンクレーン」とし、特記仕様書を訂正し掲載し

ます。（tokkiを訂正しています。） 

２ ２ 運搬（トラック）のタイヤ損耗費の条件は、「良好」です。 

特記仕様書 P17 における該当箇所備考欄に「路面状態：良好」を追記し掲載します。

（tokkiを訂正しています。） 

３ 金抜設計書 T 単 2 号の水切りモルタル工および T 単 3 号の高所法枠吹付工の C 単 5

号の枠吹付工の S 単 1 号の小型渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ[呼水･片吸込･ﾓｰﾀ駆動型]の損料は、供用１日

当り換算損料Ｂ地区を採用しております。 

４ 金抜設計書 T単 3号の高所法枠吹付工の C単 1号の型枠鉄筋組立据付工のコード番号

P18230 異形棒鋼については、御認識のとおりです。 

５ 金抜設計書 項 10/28の立木伐採 主幹部の伐採・機械造材（プロセッサ）・積込（グ

ラップル）・運搬（トラック）の内訳項目は、特記仕様書の項 17の 1.伐採経費条件入力

表および 2.伐採経費算出表を参照してください。 

また、その場合、伐採の諸雑費は、特殊作業員、普通作業員に乗じています。 

また、機械造材（プロセッサ）・積込（グラップル）の軽油は、JIS1 2号小型ローリー

です。 

また、運搬(トラック)のトラック損料は、運転１時間（日）当り換算損料Ｂ地区とし

ております。 

また、運搬（トラック）のタイヤ消耗費の路面の状態は、回答２のとおりです。 

６ 金抜設計書 仮設工 モノレール モノレールの作業盤台設置撤去（上部）の S単 26

号および作業盤台設置撤去（下部）の S 単 27 号の盤台損料の 0.4 の対象は、「素材 松

丸太(1，2等込) + 松板材」です 

また、諸雑費の 0.2の対象は、盤台損料が対象となります。 

７ 工期の延長については、着工後の現場条件、気象条件等を考慮し協議し決定します。 

 

 


